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会長挨拶

　４月１９日、鈴鹿で開催された地区研修・協
議会に関係各位の方ご出席ありがとうございま
した。
　本日は、クラブアッセンブリー（５）会長エ
レクト、次期幹事担当の地区協議会報告です。
お願いします。

　今回は、長野会員の誕生日１９４６年７月２
３日（火曜日）の新聞をプレゼントします。

・日本新聞協会
　日本新聞協会は、全国の新聞社・通信社・放
送局が倫理の向上を目指す自主的な組織として、
戦後間もない１９４６年７月２３日に創立され
ました。事務局を東京都千代田区内幸町に置い
ています。また、神奈川県横浜市中区日本大通
の「横浜情報文化センター」内で、日本新聞博
物館（ニュースパーク）を運営しています。

慶祝行事・卓話（１１）

担当：安藤（武）・臼井

第 1584 回 例会　5/13（水） 

会長挨拶　続き

会員社の代表者で組織する総会、理事会の元に、
各種委員会を置いて活動を行っています。主な
活動内容は以下のとおりです。

【新聞倫理の向上】
　言論・表現の自由を擁護するため、取材・報
道を規制する法規制に反対しています。自由で
責任ある新聞を維持・発展させるため、新聞倫
理綱領を定め、自らを律しています。また、新
聞販売綱領、新聞広告倫理綱領を制定し、販売
・広告両委員会を中心に営業活動でも倫理の向
上に努めています。

 

・協会が入居する日本プレスセンタービル

　一般社団法人日本新聞協会は、日本の新聞、
放送、通信の企業・個人で構成する業界団体。
以前は文部科学省所管の社団法人であったが、
公益法人制度改革に伴い一般社団法人へ移行し
た。１９４６年７月２３日設立。

ロ－タリ－デ－（サッカーの試
合において岐阜ＡグループＲＣ
活動広報）岐阜メモリアルセン
ター長良川競技場にて

担当：会長・幹事

第 1583 回 例会　5/6（水） 

クラブアッセンブリー（５）
地区研修・協議会報告
１００万＄

担当：会長エレクト・次期幹事

第 1582 回 例会　4/22（水） 
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例会行事－地区研修・協議会報告（敬称略）

 

 

 

　

 

　

委員会・同好会報告事項　続き

ニコニコBOX（敬称略）

安藤　武司：長良川清掃、地区研修・協議会に
　　　　　　参加の皆様、お疲れ様でした。          
原尾　　勝：葬儀では、多くの方に来て頂き、
　　　　　　お世話に成りました。          
　　　　　　本当に、有難う御座いました。          
榊原　典夫：地区研修・協議会、ご苦労様でし
　　　　　　た。新入会者として参加しました
　　　　　　が、知人が多くて、ビックリしま
　　　　　　した。          
  

・原尾　　勝
　母の葬儀に関しまして、皆様お忙しい中、参
　列して頂きまして、本当に、有難う御座いま
　した。        
         
         

【山口ガバナー補佐：戦略計画部門分科会】  
地区活動方針について、岡田ガバナーより、過
去、現在、未来行動するロータリーと言う事で、
健康なロータリー活動を、と言う指針がありま
した。        
ガバナー補佐は、現在１２名で、一人３分間で
来年度の方針を発表しました。    
その話の中では、会員増強について、デジタル
化の推進と各クラブのオンライン化についてと
いう話が多く出ました。
        

     

【活動内容】
・新聞倫理綱領・新聞販売綱領・新聞広告倫理
　綱領などの制定
・取材や報道に関する声明・見解・意見書等の
　取りまとめと発表
・ルール集「取材と報道」のとりまとめと広報
・表彰事業：新聞文化賞、新聞協会賞、新聞広
　告賞、技術開発賞など
・関連団体：財団法人日本新聞教育文化財団（
　日本新聞博物館やＮＩＥ事業を運営する） 
　　＊隔年秋に、新聞製作技術展（ＪＡＮＰＳ
　　　ーＪａｐａｎ　Ｎｅｗｓｐａｐｅｒ）
・ロータリーの歴史はどうでしょうか
　米山梅吉逝去

出席報告

会員数：32名
出席数：20/32名
出席率：62.50%
欠席者：12名（出席免除5名　78.13%）

委員会・同好会報告事項（敬称略）

・安藤　武司
　４月１７日に、都ホテル（四川）にて、Ｉ．
　Ｇ．Ｍ討議会が行われました。（内容は、別
　途添付資料にて）          
        

幹事報告事項

・本日４月２２日例会終了後、臨時理事会を行
  います。        
・５月６日ＦＣ岐阜サッカー観戦のお知らせ。   
　２枚分のチケットを、１０００円で購入して
  頂き、当日１２時に、岐阜メモリアルセンタ
　ー長良川競技場メインスタンド入口に、集合
　して下さい。       
         
         

【榊原会員：情報部門分科会】
新入会員部門に参加して、奉仕の理念について
理解して頂きたいと言う話を頂きました。  
次期会長の書かれた文書の中で、感激した言葉
が有ったので、紹介します。 
「私たちの人生には、いつか終わりが来ます。
しかも終わりは、思ったよりも早く来ます。こ
の限られた人生をどの様に過ごしたら良いので  
しょうか・・・。私たちの人生の価値は、どれ
程得たかではなく、どれ程与えたかによって判
断されるのです。・・・人は、手を閉じて生ま
れ、手を開いて世を去る。また己の才能は、天

http://gifukita-rc.com/
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例会行事－地区研修・協議会報告　続き

開催されます。皆様の支援、多数の参加をお願
いします。        
「ロータリアンは、常に青少年の手本であれ」
と言う言葉で締めくくられました。    

【松野会員】
会長エレクト会議の中で、セクハラ、パワハラ
が、世界的に問題になっている。特に、交換留
学生に対する扱いの中で、そういった事が発生
している。        
それには、環境、文化、物の考え方の違いが有
り、留学生が自国に帰り訴えると言う事例が有
りました。        
それに対しての対策は難しい所ですが、保険を
掛ける様にしてほしいと言う話が有りました。   

第４回Ｉ．Ｇ．Ｍ討議報告（敬称略）

◎実 施 日：平成２７年４月１７日（金）
◎会　　場：岐阜都ホテル「四川」 
　　　　　　１８時３０分より
世 話 人：安藤　武司
リーダー：国井　省二
参 加 者：小椋　功、小泉　宣昭
情報委員：岡田　忍
＜テーマ＞１「社会奉仕への積極参加」
＜現在の当クラブの社会奉仕活動＞
１．福祉施設／若松学園
　　・サマーキャンプ　・日用品バザー協力　
　　・学園祭の参加　・Ｘｍａｓプレゼント

から授かったものですから、私たちは、この天
から授かった物を、お返しするのです。」          
この事が、奉仕の気持ちではないかと理解しま
した。

 

【辻会員：奉仕プロジェクト部門分科会】          
社会・環境部門で、２クラブ、国際奉仕部門で、
３クラブの活動報告が有りました。           
社会・環境保全では、    
＊高山ＲＣ：奥飛騨温泉郷平湯地区ニリンソウ
保全と活用事業            
＊上野東ＲＣ：新日本フィルと高校生によるコ
ンサートの開催            
国際奉仕では、            
＊鳥羽ＲＣ：観光事業の手助けに英文観光パン
フレットの作成            
＊四日市北ＲＣ：三重県立北星高校国際奨学金
制度            
＊中津川ＲＣ：スリランカへ消防車等の寄贈          
講評の中で、地区研修・協議会の欠席者が多い
のが、残念だと言う事も言っておられました。

【安藤（武）会員：インターアクト部門分科会】
青少年の育成について、職業体験を実施してほ
しいと、依頼が来ております。青少年交換につ
いて、費用的には一般的に、５００万円位かか
るところ、ロータリーを通じれば、１５０万円
位で収まるとの事でした。当クラブからは、２
名の派遣学生を支援したいと思いますので、ご
協力を宜しくお願い致します。            
８月１５・１６日にインターアクト年次大会が
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長良川清掃　地区研修・協議会　風景

２．献血への協力
３．環境保全活動／年３回の長良川清掃活動
　　（８月・１０月・４月）

１．若松学園に関して        
　・他のクラブに比べて、少ない予算である
　　が現状の活動で、維持できているか？        
　・金銭の支援より精神的な支援方法はないも
　　のか？        
　・Ｉ　Ｓｅｒｖｅ　＆　Ｗｅ　Ｓｅｒｖｅ　
　　（個々の力を集め融合し）を深める        
　・個々の支援として、
　　例１－餃子（３００個）の差入れ
　　　　　（小泉会員）
　　例２－洋菓子の差入れ（西垣会員）        
　　例３－キャベツ８ケースの差入れ
　　　　　（安藤会員）など        
　　これらの差入れは、会員に発表すべきであ
　　る。        
　・過去には餅つきや、野球観戦チケットのプ
　　レゼントなどがありました。        
　・バザー用品が年々少なくなっている・・・　
　　多く集める方法の検討        
２．献血例会に関して        
　・今後も、献血者が少なくなっているのが現
　　状である。        
　・ティッシュ配りについては、当地区の商店
　　街への事前連絡が必要である。        
　・今後は新しい方法を会員全体で考慮すべき
　　ではないか。        
３．環境保全活動／長良川清掃について        
　・ゴミの収集場所が限定されているが、ゴミ
　　事態が少ない。        
　・我々が実施する１週間ほど前に、環境保全
　　のＮＰＯの方々が収集されている為、意味
　　が無い。        
　・年３回あるのを、年１回（８月の花火大会
　　後）にしてはどうか？        
　・岐阜中ＲＣは、グランドホテル前でなく下
　　流方面を清掃している。        
４．その他        
　・ペットボトルキャップの回収（現在、城北
　　高校ＩＡへの支援）を今後も継続する。        
　・Ｉ.Ｇ.Ｍに関して、情報委員と世話人の連
　　絡などが同じの為、一つにしたらどうか？        

・長良川清掃
　４月１９日（日）長良川河畔
　参加者６名

　 　　　　　会報・広報　４月担当　林　隆行  

次回例会のご案内

第１５８４回　例会 ５月１３日（水）
慶祝行事・卓話（１１）

担当者：安藤（武）・臼井    

・地区研修・協議会
　４月１９日(日）鈴鹿医療科学大学
　参加者１３名


